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授与番号 甲第 1865 号 

 

論文内容の要旨 

TGF-β promotes retinal pigment epithelial cell migration via MRTF-pathway 

（TGF-βはMRTFの経路を介して網膜色素上皮細胞の遊走を促進する） 

（福田一央，橋爪公平，木澤純也，三部篤，黒坂大次郎）  

（Journal of Iwate Medical Association 74巻, 4号, 令和 4年 10月掲載） 

 

 

Ⅰ．研究目的 

増殖性硝子体網膜症および加齢黄斑変性症では，一部の網膜色素上皮細胞 retinal 

pigment epithelium（RPE）細胞が遊走と上皮間葉転換epithelial mesenchymal transition

（EMT）が視力低下に影響する．トランスフォーミング増殖因子 transforming growth 

factor（TGF）-βは，RPE 細胞における遊走と EMT を誘導する主要な因子である．ミオカ

ルディン関連転写因子 myocardin-related transcription factor（MRTF）-A は，乳腺細

胞癌などさまざまな細胞においてEMTを調整する役割を担うだけではなく，gelsolinなど

のアクチンフィラメントの調整に関わるタンパク質を発現することで遊走にも影響して

いる．我々の教室と他施設の報告ではRPE細胞において TGF-β によるMRTF-Aの核内移行

やα-smooth muscle actin（α-SMA）とⅠ型コラーゲン発現が MRTF-A 阻害剤により抑制

されることを報告した．しかし RPE 細胞における TGF-βによる遊走促進にMRTF が関係す

るかどうかは知られていない． 

本研究では MRTF-A 阻害剤である CCG-203971 の TGF-β2 による RPE の遊走促進と

gelsolin発現促進への効果を検討した． 

 

 

Ⅱ．研究対象ならび方法 

 ヒト網膜色素上皮細胞株（ARPE-19）を TGF-β2と CCG-203971で処理した．ARPE-19細

胞の遊走を wound-healing test で検討し，細胞増殖を bromodeoxyuridine （BrdU）を用

いて検討した．gelsolin mRNAの発現をリアルタイムPCRを用いて，gelsolin タンパクの

発現をウエスタンブロットを用いて検討した． 
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Ⅲ．研究結果 

 TGF-β2はARPE-19の遊走を促進し，この効果は CCG-203971により減少した．また TGF-

β2は ARPE-19における gelsolin mRNA とタンパク質の発現を亢進させ，この発現亢進は

CCG-203971によって減少した. 

 

 

Ⅳ．結  語 

 これらの結果より TGF-β2 の ARPE-19 細胞の遊走促進に MRTF-A の経路が関連している

可能性が示唆された． 
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